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１． はじめに  

 本稿は，別稿の「膨張材併用軽量床版の疲労耐久性に縦筋が与える影響に関する実験的研究（その 1）」の後

続の試験として，静的曲げ試験供試体と同一ロッドにて製作したはり供試体の疲労試験を報告するものであ

る．既報１）と同等の，膨張材を標準混和量の 1.5 倍混和したケミカルプレストレストコンクリート相当で縦

筋を有する軽量 RC供試体（L-45）と，縦筋の有無２種類の普通コンクリートの供試体を作成し，既報１）より

せん断スパン比を小さくして実施した疲労試験結果に基づき，疲労耐久性に対する縦筋の影響を検討した． 

２． 実験方法 

（1） 実験供試体 

 RC床版の部分モデルとして，図-1及び図-2に示

す普通コンクリート供試体 2 種(縦筋なし，縦筋あ

り)および膨張材併用軽量コンクリート（縦筋あり）

の計 3種のはり供試体を作成し，静的曲げ載荷試験

および疲労載荷試験を実施した．このうち，静的曲

げ載荷試験の結果は，別稿（その１）のとおりであ

る．縦筋量は，従前の研究 2)において縦方向の膨張

を受け止める目的で決定されており，せん断補強筋

としては不足する．供試体は 7 日間の湿潤養生の後

屋内に静置，脱型は静的曲げ試験実施の前日（材齢

27 日）とした． 

（2） 疲労載荷試験 

 静的載荷試験と同様の載荷位置で，疲労載荷試験

を行った．最大荷重 36kN，最小荷重 2kN で，5Hz の

サイン波を用いて繰り返し載荷を実施した.最大荷重 36kN は，静的載荷試験の普通コンクリート(縦筋なし)

における鉄筋降伏の約７割に相当する．疲労載荷によるダメージの蓄積を確認するため主要なタイミングで

24kN の静的載荷を行い，支間中央たわみと鉄筋に発生するひずみ，ひび割れ幅を測定した．また，54 万回以

降は 2万回ごとに 2kNずつ載荷を漸増させる階段載荷とし，破壊するまで継続した． 

図-2 軽量及び普通コンクリート縦筋あり 

図-1 普通コンクリート縦筋なし（組立筋のみ） 

キーワード はり供試体，軽量コンクリート，膨脹材，静的曲げ載荷試験 

連絡先 〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4-28-1 国士舘大学理工学部理工学科まちづくり学系 TEL03-5481-3264 

表-1 供試体コンクリート配合表 
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３． 実験結果 

① 破壊までの経過（図-3） 

a)普通コンクリート縦筋なし（N-1） 

支点から載荷点斜め方向にひび割れが発生し，

載荷67.1万回，最大荷重50kNにおいて斜めせん断

破壊した． 

b)普通コンクリート縦筋あり（N-2） 

載荷64.6万回，最大荷重48kNにおいて，N-1と同

様の破壊形態で終局に到った． 

c)膨張材併用軽量コンクリート（L-45） 

斜めせん断ひび割れは発生せず，載荷64.6万回

回，最大荷重52kNにおいて主鉄筋の疲労破断によ

り終局に到った．普通コンクリートと比べたわみ

の増加が少く，膨張材混和による影響であると推

測される． 

② 鉄筋のひずみ発生状況（図-4） 

L-45では，斜めひび割れが少ないにもかかわら

ず，縦筋のひずみもほぼ発生していない．これは，

膨張材による膨張を主筋と縦筋の両方がが受け

止めて生じるケミカルプレストレス効果によっ

て，コンクリートのせん断耐力が高められたこと

によるものと思われる． 

③ ひび割れ発生状況（図-5） 

L-45では，28万回までの載荷において，ひび割

れが少なかった．これは，疲労のダメージの蓄積

が少ないことを示している． 

４． まとめ 

N-1及び N-2は，本実験の条件（載荷点間隔及び

載荷条件）において，縦筋の有無にかかわらず破

壊及び疲労特性に大きな差は見られなかった．こ

れは，縦筋量がせん断補強筋としての必要量に大

幅に満たない場合は，疲労耐久性向上につながら

ないことを示している．膨張材併用軽量 L-45は，

普通コンクリート２体と比較するとたわみの増加

が低く抑えられた．膨張材の混和によってひび割の発生が抑制され，繰り返し載荷による疲労が蓄積されにく

いことによるものと推察され，縦筋が有効に働いていることが確認された．せん断スパンを小さくした実験の

結果からも，L-45の耐疲労性が普通コンクリートと同等以上であることは明らかであると言える． 
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図-3 繰り返し回数と総たわみの関係 

図-5 疲労試験途中（28 万回）のひび割れ図 

普通コンクリート縦筋なし(N-1) 

普通コンクリート縦筋あり(N-2) 
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図-4 鉄筋ひずみの推移 
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